
参考様式B5（自己評価等関係）

～ ６年　１２月２０日

（対象者数） 26人 （回答者数）
１５家族

～ 令和６年　１２　月　５　日

（対象者数） ６人 （回答者数）
５人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

専門性を発揮させるためにさらに資格の取得の推進や事業所

内の研修に努めていきます。

2

学校等との情報共有をさらに強化していき、児童への適切な

療育内容をチームで検討をし、課題解決に取り組んでいきた

い。

3

事業所の開放日を設けるなどして　子どもたちの様子やかか

わりをいつでも見てもらえるように努めていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

非常時の対応について　定期的な情報共有　教室内掲示など

情報伝達に務める必要がある

2

保護者様と交流の場をもったり　地域のイベントに参加した

りする機会を多く持てるように努めていきます

3

専門的な資格や知識を身に付けられるように　取り組み

に努めていきます

保育士、教員など資格を持った職員が多く、長く経験のある

職員が多く勤務しています。余裕を持った配置をしていま

す。

５領域を踏まえて、個々に合わせたプログラムをアセスメン

トに基づき個別配慮や支援を行っています。

学習支援については、中学生は、課題考査前の提出物の進捗

具合をを把握し、時には、一緒に計画を立てて、学習や生活

面でのサポートも行っています。保護者様の要望に応じて学

校機関との情報連携を行いながら利用児童のサポートを行っ

ています。

個別支援を基本にし、個々のアセスメントに合わせたプログ

ラムを提供しています。

保護者との連携やコミュニケーションが充実しています。 日々の子どもたちの様子を、送迎時に保護者に伝えたり、モ

ニタリングや面談時に情報共有を行うことで職員と保護者様

との信頼関係を深めています。

児発管や、保育士や児童指導員など各分野の研修に参加する

と共に事業所内の研修に努めて専門性を高めています。

ペアレントトレーニングへの取り組み 現在専門的なペアレントトレーニングの知識や専門性に欠け

ている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

大規模災害に対応できるように常日頃から備えておくこと

非常時の対応に対する評価が低い

非常食の充実など必要な課題はあるが　マニュアルの整備や

取り組みは実施している。情報開示・伝え方などが弱く周知

できていないところがある

保護者同士の交流 保護者個別のご相談は常にさせて頂いていますが、保護者同

士の交流が継続する支援まではいたっていない

令和６年　１２月４日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年１月１０　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　PLUSYOU西条

○保護者評価実施期間
６年１１月２０　日

○保護者評価有効回答数

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


